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［
声
明
］　

ム
バ
ラ
ク
政
権
は
民
衆
弾
圧
を
や
め
即
時
退
陣
を

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
続
き
、
エ
ジ
プ
ト
で
も
独
裁
政
権
打
倒
に
向
か
う
民
衆
の
決
起
が
広
が
っ
て
い
る
。
三
〇
年
間
に
わ
た
っ
て

エ
ジ
プ
ト
を
支
配
し
て
き
た
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
は
、
米
国
の
中
東
戦
略
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
不
法
占
領
を
ア
ラ
ブ
の

側
か
ら
支
え
る
「
中
東
の
大
国
」
だ
っ
た
。
米
国
の
エ
ジ
プ
ト
へ
の
軍
事
援
助
額
は
年
間
一
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
、
イ
ラ
ク
、

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
援
助
額
に
次
い
で
第
三
位
で
あ
る
。ま
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界
銀
行
が
強
制
す
る
新
自
由
主
義
政
策
の
下
で
米
国
、

Ｅ
Ｕ
、
日
本
の
企
業
は
エ
ジ
プ
ト
に
巨
額
の
投
資
を
行
っ
て
き
た
。
ム
バ
ラ
ク
政
権
は
、
米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ

や
日
本
の
支
援
の
下
で
、
国
内
的
で
は
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織
を
「
テ
ロ
組
織
」
と
し
て
弾
圧
・
投
獄
・

処
刑
し
、
反
対
派
や
民
衆
の
言
論
・
集
会
の
自
由
を
奪
っ
て
き
た
。
こ
の
中
で
人
び
と
は
外
見
上
の
繁
栄
の
下
で
、
貧
困
・
失

業
に
あ
え
い
で
き
た
。

　

一
月
末
以
後
全
国
に
広
が
っ
た
民
衆
の
運
動
は
、「
独
裁
者
ム
バ
ラ
ク
即
時
退
陣
」
の
要
求
で
数
十
万
、一
〇
〇
万
人
の
規
模

に
ま
で
広
が
っ
た
。
ム
バ
ラ
ク
政
権
は
こ
の
運
動
を
暴
力
的
に
弾
圧
し
、
百
数
十
人
も
の
人
び
と
が
殺
害
さ
れ
た
。
夜
間
外
出

禁
止
令
が
出
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
通
信
も
遮
断
さ
れ
た
。

　

し
か
し
首
都
カ
イ
ロ
を
始
め
と
し
た
全
国
の
街
頭
を
非
暴
力
で
占
拠
す
る
民
衆
の
闘
い
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル

政
府
は
露
骨
に
ム
バ
ラ
ク
支
援
を
米
英
な
ど
に
呼
び
か
け
た
も
の
の
、
最
大
の
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
っ
た
米
国
も
こ
の
ま
ま
で
は
中

東
戦
略
の
柱
で
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
、
ム
バ
ラ
ク
支
援
を
見
限
っ
た
。
こ
う
し
た
圧
力
に
よ
っ
て
つ
い
に
ム

バ
ラ
ク
は
二
月
一
日
、
九
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
な
い
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。「
即
時
退
陣
」
を
求

め
て
い
た
民
衆
の
多
く
は
、
こ
の
時
間
稼
ぎ
の
手
口
に
だ
ま
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
翌
日
、
ム
バ
ラ
ク
与
党
に
組
織
さ
れ
多
く
の
警
察
官
が
私
服
で
紛
れ
込
ん
で
い
た
「
大
統
領
支
持
」
派
数
万
人
が
、
広

場
に
座
り
込
ん
で
い
た
民
衆
に
大
規
模
な
襲
撃
・
暴
行
を
行
い
、
多
数
の
人
び
と
が
虐
殺
さ
れ
た
。
こ
れ
が
独
裁
体
制
の
側
か

ら
の
巻
き
返
し
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
民
衆
の
抗
議
行
動
に
対
す
る
ム
バ
ラ
ク
政
権
に
よ
る
残
虐
な
弾
圧
を
許
さ
な
い
。
ム
バ
ラ
ク
の
即
時
辞
任
と
言

論
・
集
会
の
自
由
、
民
主
主
義
を
求
め
る
民
衆
の
闘
い
を
支
持
す
る
。

　

同
時
に
私
た
ち
は
、
ム
バ
ラ
ク
政
権
の
公
然
た
る
協
力
の
下
で
ガ
ザ
へ
の
爆
撃
・
封
鎖
を
行
い
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
不
法
な
占

領
・
入
植
地
の
拡
大
を
続
け
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
抗
議
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が
占
領
を
や
め
パ
レ
ス
チ
ナ
民
衆
の
す

べ
て
の
正
当
な
権
利
を
回
復
す
る
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
日
本
政
府
に
対
し
て
も
米
国
に
追
随
し
た
米
国
の
覇
権
維
持
と
石
油
の
た
め
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
、
中
東
政
策
を
根
本

的
に
見
直
す
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
二
月
五
日

＊
緊
急
エ
ジ
プ
ト
大
使
館
行
動
の
際
に
提
出
し
た
。

［
申
入
書
］　

普
天
間
基
地
の
即
時
閉
鎖
返
還
、
５
・2

8

日
米
共
同
発
表
白
紙
撤
回
、
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
中
止
を
求
め
る

防
衛
大
臣 

北
澤
俊
美 

様

　

普
天
間
は
一
九
四
五
年
四
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
、
整
地
し
て
米
軍
基
地
と
さ
れ
た
。
何
の
た
め
か
、
本
土
爆
撃
の

た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
普
天
間
基
地
が
そ
の
後
６
６
年
間
も
米
軍
基
地
と
し
て
使
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
六
年
四
月
一
二
日
夜
、
橋
本
首
相
と
モ
ン
デ
ー
ル
駐
日
米
大
使
が
緊
急
に
共
同
記
者
会
見
を
行
い
、
沖
縄
県

の
米
軍
普
天
間
基
地
を
五
年
な
い
し
七
年
以
内
に
日
本
に
返
還
す
る
こ
と
で
正
式
に
合
意
し
た
と
発
表
し
た
。
き
っ
か
け

は
、
一
九
九
五
年
九
月
の
米
軍
兵
士
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
と
そ
の
後
沖
縄
に
巻
き
起
こ
っ
た
反
基
地
運
動
の
高
揚
で
あ
る
。

が
、
普
天
間
基
地
は
既
に
五
〇
年
経
過
し
て
老
朽
化
し
て
お
り
、
一
九
六
六
年
に
米
海
軍
が
辺
野
古
・
大
浦
湾
の
巨
大
基
地
の

図
面
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
辺
野
古
基
地
建
設
は
米
軍
の
願
い
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
普
天
間
閉
鎖
返
還
の
合
意
か
ら
１
５
年
経
過
し
た
が
、
普
天
間
基
地
は
ず
っ
と
使
用
さ
れ
続
け
、
米
軍
機

の
騒
音
で
周
辺
住
民
の
生
活
を
破
壊
す
る
ば
か
り
か
、
二
〇
〇
四
年
八
月
一
三
日
に
は
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
沖
国
大
へ
の
墜

落
事
故
を
起
こ
し
て
宜
野
湾
市
民
を
恐
怖
に
陥
れ
た
。
そ
し
て
同
じ
二
〇
〇
四
年
四
月
と
一
一
月
、
イ
ラ
ク
へ
の
米
軍
に
よ
る

侵
略
戦
争
に
お
い
て
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
を
望
む
町
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
沖
縄
か
ら
発
し
た
海
兵
隊
員
が
イ
ラ
ク
民
衆
を
大
虐
殺

し
た
。
そ
う
、
米
軍
基
地
は
、
一
方
で
基
地
被
害
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
一
方
で
米
国
に
よ
る
侵
略
戦
争
の
拠
点
と
し
て
使

わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
米
日
の
情
報
公
開
ほ
か
か
ら
、
一
九
七
二
年
の
復
帰
に
お
け
る
「
核
抜
き
本
土
並
み
」
が
全
く
の
出
鱈
目
で
あ
っ

た
こ
と
ば
か
り
か
、
一
九
五
三
年
の
米
兵
第
一
次
裁
判
権
放
棄
、
北
部
訓
練
場
で
の
枯
葉
剤
散
布
、
一
九
七
一
年
の
那
覇
空
港

返
還
、
外
務
省
の
有
識
者
委
員
会
が
調
査
し
た
４
つ
の
密
約
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
以
来
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
隠
ぺ
い
、
な
ど

な
ど
日
米
政
府
に
よ
る
数
々
の
密
約
で
沖
縄
県
の
民
衆
を
騙
し
続
け
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

そ
う
、沖
縄
の
民
衆
は
、沖
縄
戦
で
米
軍
と
日
本
兵
に
殺
さ
れ
る
経
験
を
し
、裕
仁
天
皇
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
売
り
渡
さ
れ
、

米
軍
に
よ
る
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
日
米
の
密
約
に
よ
り
、
土
地
と
生
活
を
奪
わ
れ
続
け
、
未
だ
に
日
本
全
体
の
〇
・
六
％

の
土
地
に
米
軍
基
地
の
七
四
％
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
状
況
下
、
昨
年
一
月
の
稲
嶺
名
護
市
長
誕
生
・
県
議
会
決
議
や
四
月
二
五
日
の
県
民
大
会
・
名
護
市
議
選
与
党
圧
勝
・

仲
井
真
知
事
の
辺
野
古
反
対
表
明
・
民
衆
の
辺
野
古
移
設
反
対
な
ど
な
ど
沖
縄
の
移
設
反
対
の
民
意
が
高
ま
る
中
で
、
鳩
山
政

権
が
「
最
低
で
も
県
外
」
の
約
束
を
反
故
に
し
て
５
・2

8

日
米
共
同
発
表
で
辺
野
古
移
設
を
決
定
し
、
現
菅
政
権
も
そ
れ
を

踏
襲
し
て
い
る
。
政
治
主
導
を
ね
じ
曲
げ
さ
せ
た
防
衛
省
官
僚
・
外
務
省
官
僚
の
た
く
ら
み
が
こ
の
結
果
に
少
な
か
ら
ず
影
響

し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
米
国
と
日
本
の
多
く
の
政
治
家
や
専
門
家
が
、
辺
野
古
は
無
理
だ
、
海
兵
隊
は
不
要
だ
、
な
ど
と
発
言
し

て
い
る
よ
う
に
、「
抑
止
は
ゆ
く
し
」
抑
止
力
は
方
便
で
あ
り
、
こ
の
日
米
共
同
発
表
は
破
綻
し
て
い
る
。
〇
九
年
一
二
月
の

「
２
０
１
０
安
保
連
絡
会
」
の
緊
急
提
案
、“「
移
設
」
方
式
を
放
棄
し
、
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
の
た
め
の
対
米
交
渉
を
”
が
指

摘
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
の
た
め
の
対
米
対
等
交
渉
を
す
る
こ
と
が
問
題
解
決

へ
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

一
方
、
沖
縄
の
民
意
を
無
視
し
て
沖
縄
防
衛
局
が
昨
年
一
二
月
か
ら
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
の
た
め
の
工
事
を
開
始
し
、
東

京
で
は
工
事
反
対
の
示
威
運
動
を
も
弾
圧
し
不
当
逮
捕
し
た
こ
と
は
許
せ
な
い
。

　

以
上
か
ら
私
た
ち
は
、
次
の
こ
と
を
要
請
す
る
。

　

１　

普
天
間
基
地
を
即
時
閉
鎖
し
沖
縄
に
返
還
せ
よ

　

２　

５
・
28
日
米
共
同
発
表
を
白
紙
撤
回
せ
よ

　

３　

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
を
中
止
せ
よ

　

二
〇
一
一
年
三
月
七
日

＊
辺
野
古
実
の
防
衛
省
行
動
の
際
に
提
出
し
た
。

反
安
保
実
の
取
り
組
み
か
ら
（
２
０
１
１
年
1
月
〜
３
月
）




